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別添１－２

播磨高原広域事務組合水道事業経営戦略

事業の現況

　メーターの口径に伴う基本料金と、使用水量によって単価が変わる従量料金で構成しています。
　料金は、２ケ月毎に検針し、その水量によって算定しています。

策 定 日 ：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数選択可）

団 体 名 ：

事 業 名 ：

有 収 水 量 密 度

25,000

現 在 給 水 人 口 710
法 適 （ 全 部 ・ 財 務 ）
・ 非 適 の 区 分

法適（全部）
0.79

供 用 開 始 年 月 日 平成　２　年　５　月　１　日

水 源

播磨高原広域事務組合

水道事業

計 画 期 間 ：

３

～

61.6

千ｍ

料 金 改 定 年 月 日
（ 消 費 税 の み の 改 定 は 含 ま な い ）

施 設 利 用 率 19.3

施 設 数
浄水場設置数

配水池設置数

３

㎥／日

平成　１５　年　４　月　１　日

２０１㎥～３００㎥ ３０１㎥以上

従　量　料　金　　　（　１ ㎥ １ 月 に つ き　）

１４０円 ２１０円

（１月につき）
基本料金

７００円

１,５００円

４,０００円

６,５００円

１３,０００円

２６,０００円

４０,０００円

７０,０００円

１９０,０００円

管理者が別に定める。

２３０円 ２６０円 ２８０円

表流水 , ダム , 伏流水 , 地下水 , 受水 , その他



④ 組　織

事務職員 技術職員 合計

～29歳 0 0 0

30歳～ 0 0 0

40歳～ 1 2 3

50歳～ 3 1 4

60歳～ 0 0 0

合計 4 3 7

（２）

（３） 経営比較分析表等を活用した現状分析

これまでの主な経営健全化の取組

　　　計画的な点検・修繕により施設の長寿命化を図り、電力自由化に伴う入札を実施することで、動力費の抑制をしています。
　　　企業債の借入に関しては、平成１８年度を最後に発行抑制に努めた結果、企業債残高は年々減少しています。
　　　また、広域連携については、近隣事業体とのブロック会議で協議を行っており、今後も継続して検討を行います。

　　　事業の現状や課題、施設の状況を把握する経営指標で構成される「経営比較分析表」から、令和３年度決算の状況を見ると、依然として社会情勢等の影響による
　　給水人口の伸び悩み、省資源化や節水型への移行による有収水量の伸び悩みにより計画とおりの収益を確保できていない状況にあります。
　　　また、播磨科学公園都市は、丘陵地に開発をしている新都市であるため、水源の確保及び送水に係る施設建設費に多額の費用を要したことが原因となり、給水原
　　価が高い状態にあります。さらに、施設整備を先行的に行っているが、計画どおりの人口が定着していないため、水需要が伸びず施設利用率が低い水準にあります。
　　　今後については、現在の経営を維持し、将来の施設更新への対応も含めた健全経営に取り組んでいきます。

　
　<組織体制>

　
　＜職員数・年齢構成について＞　　令和４年４月１日現在

　　　局長（１名）　所長（１名）　副所長（２名）　管理係（１名）　業務係（２名）

　　　※上下水道事業所職員としての内訳であり、下水道事業にも同時に携わっています。

局長 所長 副所長

管理係

業務係

・経営の基本計画に関すること

・文書、公印、例規の管理等に関すること

・資産の取得、管理及び処分に関すること

・工事等の入開札、契約に関すること

・指定給水装置工事事業者に関すること

・予算、決算及び経理に関すること

・料金その他収入の調定、収納及び滞納整理に関すること

・水道の検針及び量水器の管理に関すること 等

・水道施設の建設改良工事に関すること

・水道施設の維持管理に関すること

・水質検査に関すること

・給水装置工事の設計審査及び竣工検査に関すること

・占用許可申請等に関すること 等



２．将来の事業環境

（１）

（２）

（３） 料金収入の見通し

　　　今後の料金収入について、給水人口及び有収水量の見通しから、料金収入についても同様に増加を見込めない状況にあります。

水需要の予測

　　　過去１０年の人口推移については、昼間人口、夜間人口及び給水人口がほぼ横ばい状態にあり、構成市町の将来人口予測についても減少傾向となっていること
　　から、この計画期間中においても人口の増加は見込めない状況にあります。

給水人口の予測

　　　過去１０年の有収水量の状況をみると、一時期の増加はありましたが、１０年前からは減少傾向にあります。
　　　今後についても、給水人口の伸び悩み及び節水機器への移行を原因として、有収水量については、増加を見込めない状況にあります。
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（４）

３．経営の基本方針

４．投資・財政計画（収支計画）

（１）

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

目 標

　　　新都市であるために、現在の給水区域内に必要な施設整備については、整備済みであります。
　　　今後、老朽化とともに更新時期を迎える管路については、計画的に更新していきます。

目 標

　　　現在の料金を維持しながら、健全な経営をするために、水道水源開発等施設整備費国庫補助金、工事負担金の確保に
　　取り組みます。

②　収支計画のうち財源についての説明

　水道施設の改築・更新に関する事項

　　⑴水道施設の機械・電気設備については、点検及び修繕を行い、機能維持が図れるよう管理を実施するとともに、インフラ長寿命化計画の考え方に基づき計画
　　　的な更新を実施します。

　　　　⑴料金収入の見通し
　　　　　　現行の料金体系を維持した料金収入を見込んでいます。
　　　　⑵企業債及び国庫補助金等に関する事項
　　　　　　現行の制度に基づいて設定しています。
　　　　⑶他会計補助金に関する事項
　　　　　　地方公営企業操出金に関する基準により設定しています。

　　　現在、全職員が４０歳以上となっており、年齢構成の偏り、技術継承の不安解消が喫緊の課題となっています。
　　　今後については、継続的な事業運営に支障をきたさないよう課題を解決し、効率的な組織運営に取り組んでいきます。

組織の見通し

投資・財政計画（収支計画）　：　 別　紙　の　と　お　り

　　　　⑴職員給与費に関する事項
　　　　　現在の職員構成及び給与体系を基に算定しています。
　　　　⑵動力費に関する事項
　　　　　社会情勢などによる原油価格高騰を考慮して算定しています。
　　　　⑶修繕費に関する事項
　　　　　過去の実績を基に算定しています。
　　　　⑷減価償却費に関する事項
　　　　　それぞれの資産に対する耐用年数により、定額法で算定しています。
　　　　⑸その他の経費に関する事項
　　　　　過去の実績を基に算定しています。

　　　効率的な組織運営を継続して取り組むとともに、後年に発生する施設更新に向けて資産の現状を把握し、投資計画や財源確保を検討した上で、健全な
　　経営に取り組んでいきます。
　　　また、人々の生活や産業活動を支える重要なライフラインの水道事業者として、「持続」・「安全」・「強靭」を基本理念として事業運営に努めていきます。

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

①　収支計画のうち投資についての説明



（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　投資の合理化、費用の見直しについての検討状況等

②　財源についての検討状況等

５．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

繰 入 金

　　　民間委託の範囲や、可能性について検討していきます。

　　　アセットマネジメントの策定により、施設の延命化を検討していきます。
　　　また、平準化を検討しながら、施設の更新を進めていきます。

　　　今後、投資・財政計画と実績に乖離が生じている場合は、必要な見直しを行います。
　　　また、策定後において新たな経営手法や財源確保が具体化した場合は、その内容を経営戦略に反映し、
　　社会情勢の変化等に対応するため、概ね５年毎に見直しを行います。

施 設 ・ 設 備 の 廃 止 ・ 統 合
（ ダ ウ ン サ イ ジ ン グ ）

　　　現在、ダウンサイジングの計画はありません。

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化
（ ス ペ ッ ク ダ ウ ン ）

　　　現在、スペックダウンの計画はありません。

料 金

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
改 定 等 に 関 す る 事 項

資 産 の 有 効 活 用 等 に よ る
収 入 増 加 の 取 組

そ の 他 の 取 組
　　　供用開始から30年余り経った現在、水需要を取巻く環境は、社会情勢の影響もあり当初計画から大幅に乖離しています。
　　　将来の施設規模については、今後の課題として検討していきます。

　　　現在、借入の計画はありません。

　　　施設整備などを先行的に行っているため、資本費が高い状態にあるが、企業債借入を抑制してきた結果、高料金対策に
　　要する経費の繰入は減少していきます。

　　　兵庫県水道事業広域連携等推進会議などの動向を注視しながら検討していきます。広 域 化

　　　現在の料金の維持に努めます。

民 間 の 資 金 ・ ノ ウ ハ ウ 等 の 活 用
（ PPP/PFI 等 の 導 入 等 ）

ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト の 充 実
（ 施 設 ・ 設 備 の 長 寿 命 化 等
に よ る 投 資 の 平 準 化 ）

　　　現段階では導入予定はありません。

そ の 他 の 取 組

企 業 債



全体総括

6.96

　令和３年度においても、依然として社会情勢等の
影響による給水人口の伸び悩み、省資源化や節水型
への移行による有収水量の伸び悩みにより、計画通
りの収益を確保出来ていない状況にあります。

④企業債残高対給水収益比率は、先行的に行った施
設整備の財源である借入金の残高があるため、類似
団体の平均値と比較して高い水準にある。
⑤料金回収率は、給水人口の伸び悩み等により計画
どおりの収益を確保出来ていないため、低い水準に
ある。
⑥給水原価は、給水人口の伸び悩み等により計画ど
おりの水量を確保出来ていないため、高い状態にあ
る。
⑦施設利用率は、施設整備を先行的に行っている
が、計画どおりの給水人口が定着していないため、
水需要が伸びず、低い水準にある。

2. 老朽化の状況について

　現在、管路の更新計画はありませんが、後年に発
生する更新に向けて資産の現状を把握し、投資計画
や財源確保を検討した上で、健全な経営に取り組ん
でいきます。

2. 老朽化の状況

給水区域面積(km
2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

　播磨高原広域事務組合が水道を供給する播磨科学
公園都市は、兵庫県企業庁が丘陵地に開発している
新都市であるため、水源の確保及び送水に係る施設
建設費に多額の費用を要した事が原因となり、給水
原価が高い状況にありますが、兵庫県企業庁による
積極的な企業誘致活動及び事業展開が行われてお
り、今後は、現在の経営を維持し、将来の施設更新
への対応も含めた健全経営に取り組んでいきます。

100.72 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 65.61 0.67 3,850 701

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人)

- - - ■ 当該団体値（当該値）法適用 水道事業 末端給水事業 A9 非設置

経営比較分析表（令和3年度決算）
兵庫県　播磨高原広域事務組合（事業会計分）

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.40 0.32 0.81 0.38 0.51

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 100.00 101.58 100.00 100.00 100.00

平均値 104.85 107.64 108.22 114.22 108.19

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 61.39 63.69 65.93 66.94 68.42

平均値 51.89 54.09 52.73 53.25 53.40

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 6.27 6.27 6.27 6.27 6.27

平均値 14.74 18.68 19.91 23.02 21.86

①経常収支比率(％)

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 27.52 30.84 25.29 22.71 6.17

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

500.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 61.03 61.06 63.11 69.28 62.79

平均値 445.85 450.54 348.88 381.07 367.40

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

1,800.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 1,603.37 1,405.58 1,298.80 1,145.87 976.28

平均値 516.34 496.56 540.38 556.47 564.99

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 41.09 52.20 50.86 49.12 50.31

平均値 83.27 84.90 83.22 78.67 80.56

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 709.29 559.66 575.61 594.58 582.49

平均値 228.81 231.90 234.17 257.95 260.87

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 21.82 22.11 20.60 19.97 19.41

平均値 38.98 39.61 41.06 39.94 40.19

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 96.05 95.40 96.04 97.20 97.55

平均値 75.01 72.96 72.42 69.41 71.52

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【111.39】 【1.30】 【261.51】 【265.16】

【90.12】【60.29】【167.74】【102.35】

【50.88】 【22.30】 【0.66】



様式第２号（法適用企業・収益的収支）

前々年度 前年度 本年度

（決算） （決算見込） （令和５年度）

1. (A) 162,403 170,418 167,401 160,772 160,852 160,732 160,752 160,732 160,772 160,852 160,732 160,752

(1) 161,976 170,060 167,103 160,450 160,450 160,450 160,450 160,450 160,450 160,450 160,450 160,450

(2) (B)

(3) 427 358 298 322 402 282 302 282 322 402 282 302

2. 172,637 207,136 205,591 134,807 127,623 125,707 118,912 108,039 108,527 116,930 129,493 117,600

(1) 95,076 80,849 70,532 44,736 19,959 19,243 14,873 13,269 7,190 5,558 2,393 4,419

95,076 80,849 70,532 44,736 19,959 19,243 14,873 13,269 7,190 5,558 2,393 4,419

(2) 13,062 26,840 39,498 39,234 39,234 39,234 39,265 39,265 41,835 41,835 41,835 40,700

(3) 64,499 99,447 95,561 50,837 68,430 67,230 64,774 55,505 59,502 69,537 85,265 72,481

(C) 335,040 377,554 372,992 295,579 288,475 286,439 279,664 268,771 269,299 277,782 290,225 278,352

1. 267,298 330,053 335,155 271,972 273,398 275,283 272,397 263,456 265,798 274,948 288,371 276,425

(1) 28,181 28,896 29,068 29,252 29,428 29,143 29,289 29,433 29,346 29,473 29,600 29,717

14,636 14,479 14,409 14,519 14,624 14,360 14,448 14,534 14,435 14,512 14,588 14,657

13,545 14,417 14,659 14,733 14,804 14,783 14,841 14,899 14,911 14,961 15,012 15,060

(2) 112,344 174,464 185,890 119,897 119,897 119,897 119,897 119,897 119,897 119,897 119,897 119,897

29,709 45,720 48,942 48,942 48,942 48,942 48,942 48,942 48,942 48,942 48,942 48,942

39,330 51,919 70,325 30,521 30,521 30,521 30,521 30,521 30,521 30,521 30,521 30,521

1,918 3,297 3,801 1,355 1,355 1,355 1,355 1,355 1,355 1,355 1,355 1,355

41,387 73,528 62,822 39,079 39,079 39,079 39,079 39,079 39,079 39,079 39,079 39,079

(3) 126,773 126,693 120,197 122,823 124,073 126,243 123,211 114,126 116,555 125,578 138,874 126,811

2. 67,742 47,501 37,837 23,607 15,077 11,156 7,267 5,315 3,501 2,834 1,854 1,927

(1) 38,628 31,241 23,731 16,704 11,085 7,307 4,292 2,661 2,063 1,722 1,375 1,043

(2) 29,114 16,260 14,106 6,903 3,992 3,849 2,975 2,654 1,438 1,112 479 884

(D) 335,040 377,554 372,992 295,579 288,475 286,439 279,664 268,771 269,299 277,782 290,225 278,352

(E) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(F)

(G)

(H) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(I)

(K) 162,403 170,418 167,401 160,772 160,852 160,732 160,752 160,732 160,772 160,852 160,732 160,752

※　資金の不足が発生していない場合は、空白表示をしています。

（単位：千円、％）

投　資　・　財　政　計　画
（　収　支　計　画　）

　　区　分
年　度　　

収 入 計

支 出 計

令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

減 価 償 却 費

支 払 利 息

そ の 他

他 会 計 補 助 金

そ の 他 補 助 金

基 本 給

退 職 給 付 費

そ の 他

動 力 費

修 繕 費

材 料 費

そ の 他

(A)-(B)営 業 収 益 - 受 託 工 事 収 益

資 金 不 足 の 比 率

地 方 財 政 法 に よ る
((J)/(K)×100)

特 別 利 益

特 別 損 失

(C)-(D)経 常 損 益

繰 越 利 益 剰 余 金 又 は 累 積 欠 損 金

(E)+(H)当 年 度 純 利 益 （ 又 は 純 損 失 ）

(F)-(G)特 別 損 益

(N)
健 全 化 法 施 行 令 第 17 条 に よ り 算 出 し た

事 業 の 規 模

((L)/(N)×100)
健全化法第22条により算出した

資 金 不 足 比 率

(L)
健 全 化 法 施 行 令 第 16 条 に よ り 算 出 し た

資 金 の 不 足 額

(M)
健 全 化 法 施 行 規 則 第 6 条 に 規 定 す る

解 消 可 能 資 金 不 足 額

収

益

的

収

入

収

益

的

支

出

収

益

的

収

支

地方財政法施行令第15条第1項により算出した

×100)
(A)-(B)

(I)
(累 積 欠 損 金 比 率

(J)
資 金 の 不 足 額

営 業 収 益

営 業 費 用

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

料 金 収 入

受 託 工 事 収 益

そ の 他

補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

そ の 他

職 員 給 与 費

経 費



様式第２号（法適用企業・資本的収支）

前々年度 前年度 本年度

（決算） （決算見込） （令和５年度）

1.

2.

3.

4.

5.

6. 1,000 84,000

7.

8. 242,648 218,162 315,103 261,453 179,127 217,327 67,658 136,229 117,251 233,494 140,487 280,437

9.

(A) 242,648 218,162 315,103 261,453 179,127 218,327 67,658 220,229 117,251 233,494 140,487 280,437

(C) 242,648 218,162 315,103 261,453 179,127 218,327 67,658 220,229 117,251 233,494 140,487 280,437

1. 50,669 10,225 84,988 61,181 50,154 138,165 53,494 280,728 192,599 330,011 241,938 388,746

2,928 2,985 3,035 3,094 3,161 3,229 3,291 3,356 3,424 3,488

12,922 10,225 7,429 4,601 2,189 809 137 38

2. 315,569 325,653 324,016 288,710 217,873 179,353 102,650 39,562 16,556 16,896 17,244 12,797

3.

4.

5.

(D) 366,238 335,878 409,004 349,891 268,027 317,518 156,144 320,290 209,155 346,907 259,182 401,543

1. 120,158 117,716 87,138 83,588 84,838 87,008 83,946 74,861 74,719 83,742 97,038 86,109

2.

3.

4. 3,432 6,763 4,850 4,062 12,183 4,540 25,200 17,185 29,671 21,657 34,997

(F) 123,590 117,716 93,901 88,438 88,900 99,191 88,486 100,061 91,904 113,413 118,695 121,106

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(G)

(H) 1,581,345 1,255,692 931,676 642,966 425,093 245,740 143,090 103,528 86,972 70,076 52,832 40,035

前々年度 前年度 本年度

（決算） （決算見込） （令和５年度）

95,258 81,031 70,714 44,918 20,141 19,425 15,055 13,451 7,372 5,740 2,575 4,601

95,258 81,031 70,714 44,918 20,141 19,425 15,055 13,451 7,372 5,740 2,575 4,601

95,258 81,031 70,714 44,918 20,141 19,425 15,055 13,451 7,372 5,740 2,575 4,601

そ の 他

補
填
財
源

(E)-(F)補 填 財 源 不 足 額

88,486
資 本 的 収 入 額 が 資 本 的 支 出 額 に

不 足 す る 額
(D)-(C)

企 業 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 返 済 金

他 会 計 へ の 支 出 金

そ の 他

計

121,106123,590 117,716 93,901 88,438 88,900 99,191 100,061 91,904 113,413 118,695

資

本

的

収

入

支 出 の 財 源 充 当 額

(A) の う ち 翌 年 度 へ 繰 り 越 さ れ る

(A)-(B)純 計

他 会 計 補 助 金

他 会 計 負 担 金

う ち 資 本 費 平 準 化 債

計

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

固 定 資 産 売 却 代 金

工 事 負 担 金

そ の 他

(B)

投　資　・　財　政　計　画
（　収　支　計　画　）

（単位：千円）

年　度　　
令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和14年度

　　区　分
令和13年度

う ち 基 準 外 繰 入 金

収 益 的 収 支 分

資 本 的 収 支 分

合 計

令和12年度

他 会 計 借 入 金 残 高

計

(E)

損 益 勘 定 留 保 資 金

利 益 剰 余 金 処 分 額

繰 越 工 事 資 金

企 業 債 残 高

年　度　　
令和６年度 令和７年度 令和８年度

資

本

的

収

支

他 会 計 借 入 金

企 業 債

他 会 計 出 資 金

資

本

的

支

出

う ち 建 設 利 息

建 設 改 良 費

う ち 職 員 給 与 費

（単位：千円）○他会計繰入金

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

う ち 基 準 内 繰 入 金

令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度
　　区　分


